
(57)【要約】

【課題】　太陽の高低差を利用することで、太陽光を用

いた蓄熱式換気を年間を通じて、手間もコストもかけず

にかつ確実に可能とすることを目的とする。

【解決手段】空気通路の一部に形成した透光部を通して

該一部に内装した蓄熱媒体に太陽光を照射させることが

可能とした換気システムにおいて、夏季及び冬季の太陽

の高低差を利用して上記透光部10を介して冬季には太陽

光が入射され、夏季には入射されないようにする入光量

制御手段40を設けた。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  空 気 通 路 の 一 部 に 形 成 し た 透 光 部 を 通 し て 該 一 部 に 内 装 し た 蓄 熱 媒 体 に 太 陽 光 を 照 射 さ
せ る こ と が 可 能 と し た 換 気 シ ス テ ム に お い て 、 夏 季 及 び 冬 季 の 太 陽 の 高 低 差 を 利 用 し て 上
記 透 光 部 10を 介 し て 冬 季 に は 太 陽 光 が 入 射 さ れ 、 夏 季 に は 入 射 さ れ な い よ う に す る 入 光 量
制 御 手 段 40を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 蓄 熱 式 換 気 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
  上 記 空 気 通 路 １ の 一 部 を 、 少 な く と も 前 面 が 屋 外 に 面 し た 箱 体 ４ と し て 、 該 箱 体 前 面 に
透 明 板 で 形 成 す る 透 光 部 10を 設 け 、 該 透 光 部 10か ら 光 が 届 く 範 囲 に 少 な く と も 一 つ の 蓄 熱
媒 体 14を 配 置 し 、 か つ 上 記 箱 体 ４ の 適 所 に 外 気 導 入 口 20と 空 調 エ リ ア へ の 連 通 口 22と を 開
口 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 蓄 熱 式 換 気 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
  上 記 入 光 量 制 御 手 段 40と し て 、 斜 上 方 乃 至 斜 側 方 か ら の 直 射 太 陽 光 を 遮 る 板 状 第 １ 遮 光
体 40A,40Bを 、 透 光 部 10の 周 囲 に 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 何
れ か に 記 載 し た 蓄 熱 式 換 気 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 入 光 量 制 御 手 段 40と し て 、 透 光 部 10周 囲 の 物 体 か ら の 間 接 光 の 照 返 し を 阻 止 す る 板
状 第 ２ 遮 光 体 40Cを 、 上 記 透 光 部 10の 前 方 側 に 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至
請 求 項 ３ の 何 れ か に 記 載 し た 蓄 熱 式 換 気 シ ス テ ム 。 　
【 請 求 項 ５ 】
  上 記 入 光 量 制 御 手 段 40と し て 、 上 記 透 光 部 10の 表 面 に 沿 っ て 配 置 し た 日 射 制 御 用 ル ー バ
ー 40Ｄ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の 何 れ か に 記 載 し た 蓄 熱 式 換 気
シ ス テ ム 。     
【 請 求 項 ６ 】
  上 記 日 射 制 御 用 ル ー バ ー 40Ｄ を 、 手 動 乃 至 自 動 に よ る 羽 根 板 41の 傾 斜 角 調 節 が 可 能 と し
た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 蓄 熱 式 換 気 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
   上 記 蓄 熱 媒 体 14と し て 、 融 点 が 相 違 す る 潜 熱 蓄 熱 素 材 を そ れ ぞ れ 収 納 し た 異 種 の 蓄 熱
媒 体 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の 何 れ か に 記 載 し た 蓄 熱 式 換 気 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
 上 記 箱 体 ４ 内 を 空 気 が 蛇 行 し て 通 過 す る よ う に 流 路 規 制 用 の 補 助 送 風 手 段 46乃 至 仕 切 り
板 44を 設 け 、 そ の 蛇 行 す る 流 路 に 沿 っ て 複 数 の 上 記 蓄 熱 媒 体 14… を 配 置 し た こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ２ 乃 至 請 求 項 ７ の 何 れ か に 記 載 し た 蓄 熱 式 換 気 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
上 記 外 気 導 入 口 20と 連 通 口 22と 空 調 エ リ ア 104と に そ れ ぞ れ 温 度 セ ン サ 34,36,38を 設 置 し
、 こ れ ら セ ン サ に よ る 測 定 温 度 と 、 空 調 エ リ ア の 設 定 温 度 と か ら 、 空 調 エ リ ア 104に 設 置
し た 全 熱 交 換 器 48の オ ン オ フ 切 替 と 送 風 量 と を 制 御 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ２ 乃 至 請 求 項 ８ の 何 れ か に 記 載 し た 蓄 熱 式 換 気 シ ス テ ム 。

　

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 蓄 熱 式 換 気 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 換 気 シ ス テ ム に お い て 、 自 然 環 境 か ら 取 り 出 し た 冷 温 熱 を 潜 熱 蓄 熱 材 に 蓄 え て 冷 暖 房 に
利 用 す る こ と は 従 来 か ら 行 わ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 様 な 自 然 エ ネ ル ギ ー 利 用 型 の
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シ ス テ ム の う ち 、 特 に 太 陽 光 を 有 効 利 用 す る た め 、 換 気 シ ス テ ム の 外 気 導 入 路 一 部 に 形 成
し た 透 光 部 か ら 入 射 し た 太 陽 光 を 、 上 記 外 気 導 入 路 内 に 設 置 し た 潜 熱 蓄 熱 材 で 受 光 し て 温
熱 を 蓄 熱 す る 装 置 を 使 用 す る も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ５ ３ ４ ３ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － １ ４ ５ １ ６ ５ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 上 記 特 許 文 献 ２ の 装 置 は 、 冬 期 に 温 熱 を 発 生 す る も の で あ り 、 該 装 置 を 夏 冬 兼 用 の シ
ス テ ム に 使 用 す る と き に は 夏 季 の 太 陽 光 線 の 入 射 を 避 け る た め に カ バ ー な ど を か け る 必 要
が あ る が 、 年 に 一 度 カ バ ー を 掛 け た り 、 外 し た り す る の は 忘 れ 易 く 、 却 っ て 煩 わ し い 。 又
、 透 光 部 へ の 太 陽 光 線 の 入 射 状 況 を 電 子 機 器 な ど で 制 御 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 そ れ で
は メ ン テ ナ ン ス な ど で 更 に 面 倒 で あ り 、 又 無 用 の コ ス ト を 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 そ こ で 本 発 明 は 、 太 陽 の 高 低 差 を 利 用 す る こ と で 、 太 陽 光 を 用 い た 蓄 熱 式 換 気 を 年 間
を 通 じ て 、 手 間 も コ ス ト も か け ず に か つ 確 実 に 可 能 と す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
  第 1の 手 段 は 、 空 気 通 路 の 一 部 に 形 成 し た 透 光 部 を 通 し て 該 一 部 に 内 装 し た 蓄 熱 媒 体 に
太 陽 光 を 照 射 さ せ る こ と が 可 能 と し た 換 気 シ ス テ ム に お い て 、 夏 季 及 び 冬 季 の 太 陽 の 高 低
差 を 利 用 し て 上 記 透 光 部 10を 介 し て 冬 季 に は 太 陽 光 が 入 射 さ れ 、 夏 季 に は 入 射 さ れ な い よ
う に す る 入 光 量 制 御 手 段 40を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
  第 ２ の 手 段 は 、 上 記 第 1の 手 段 を 有 し 、 か つ 上 記 空 気 通 路 １ の 一 部 を 、 少 な く と も 前 面
が 屋 外 に 面 し た 箱 体 ４ と し て 、 該 箱 体 前 面 に 透 明 板 で 形 成 す る 透 光 部 10を 設 け 、 該 透 光 部
10か ら 光 が 届 く 範 囲 に 少 な く と も 一 つ の 蓄 熱 媒 体 14を 配 置 し 、 か つ 上 記 箱 体 ４ の 適 所 に 外
気 導 入 口 20と 空 調 エ リ ア へ の 連 通 口 22と を 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ３ の 手 段 は 、 上 記 第 1の 手 段 乃 至 第 ２ の 手 段 の い ず れ か を 有 し 、 か つ 上 記 入 光 量 制 御
手 段 40と し て 、 斜 上 方 乃 至 斜 側 方 か ら の 直 射 太 陽 光 を 遮 る 板 状 第 １ 遮 光 体 40A,40Bを 、 透
光 部 10の 周 囲 に 設 置 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
  尚 、 板 状 第 １ 遮 光 体 と し て は 、 少 な く と も 上 記 透 光 部 10の 上 側 か ら 庇 状 に 前 方 突 出 す る
、 上 方 遮 光 体 40Ａ を 設 け る も の と し 、 又 、 必 要 に 応 じ て 、 透 光 部 10の 前 側 方 に 設 置 し た 側
方 遮 光 体 40Bを 設 け れ ば よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ４ の 手 段 は 、 上 記 第 1の 手 段 乃 至 第 ３ の 手 段 の い ず れ か を 有 し 、 か つ 上 記 入 光 量 制 御
手 段 40と し て 、 透 光 部 10周 囲 の 物 体 か ら の 間 接 光 の 照 返 し を 阻 止 す る 板 状 第 ２ 遮 光 体 40C
を 、 上 記 透 光 部 10の 前 方 側 に 設 置 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ５ の 手 段 は 、 上 記 第 1の 手 段 乃 至 第 ４ の 手 段 の い ず れ か を 有 し 、 か つ 上 記 入 光 量 制 御
手 段 40と し て 、 上 記 透 光 部 10の 表 面 に 沿 っ て 配 置 し た 日 射 制 御 用 ル ー バ ー 40Ｄ を 設 け た 。
　 　 　
【 ０ ０ １ １ 】
 
  第 ６ の 手 段 は 、 上 記 第 ５ の 手 段 を 有 し 、 か つ 上 記 日 射 制 御 用 ル ー バ ー 40Ｄ を 、 手 動 乃 至
自 動 に よ る 手 動 に よ る 羽 根 板 41の 傾 斜 角 調 節 が 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 尚 、 手 動 の 場 合 に は 、 適 当 な 離 間 し た 時 期 ご と （ 例 え ば 月 ご と ） の 好 適 な 羽 根 板 の 角 度
を 示 す 目 盛 り を 付 け た 目 盛 り 手 段 を 目 安 に 利 用 者 が 角 度 を 調 整 で き る こ と と す る こ と が 望
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ま し く 、 又 、 自 動 の 場 合 に は 、 タ イ マ ー と 連 動 し た 角 度 調 節 手 段 に よ り 好 適 な 時 期 ご と に
当 該 角 度 を 調 整 す る よ う に 設 け る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ７ の 手 段 は 、 上 記 第 1の 手 段 乃 至 第 ６ の 手 段 の い ず れ か を 有 し 、 か つ 上 記 蓄 熱 媒 体 14
と し て 、 融 点 が 相 違 す る 潜 熱 蓄 熱 素 材 を そ れ ぞ れ 収 納 し た 異 種 の 蓄 熱 媒 体 を 用 い て い る 。
第 ８ の 手 段 は 、 上 記 第 ２ の 手 段 乃 至 第 ７ の 手 段 の い ず れ か を 有 し 、 か つ 上 記 箱 体 ４ 内 を 空
気 が 蛇 行 し て 通 過 す る よ う に 流 路 規 制 用 の 補 助 送 風 手 段 46乃 至 仕 切 り 板 44を 設 け 、 そ の 蛇
行 す る 流 路 に 沿 っ て 複 数 の 上 記 蓄 熱 媒 体 14… を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ９ の 手 段 は 、 上 記 第 ２ の 手 段 乃 至 第 ８ の 手 段 の い ず れ か を 有 し 、 か つ 上 記 外 気 導 入 口
20と 連 通 口 22と 空 調 エ リ ア 104と に そ れ ぞ れ 温 度 セ ン サ 34,36,38を 設 置 し 、 こ れ ら セ ン サ
に よ る 測 定 温 度 と 、 空 調 エ リ ア の 設 定 温 度 と か ら 、 空 調 エ リ ア 104に 設 置 し た 全 熱 交 換 器 4
8の オ ン オ フ 切 替 と 送 風 量 と を 制 御 す る よ う に 構 成 し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 構 成 の も の で あ り 、 第 1の 手 段 に 係 る 発 明 は 次 の 効 果 を 奏 す る 。
○ 夏 季 と 冬 季 の 太 陽 の 高 低 差 を 利 用 し て 、 太 陽 光 線 の 入 射 さ せ 或 い は 遮 断 す る か ら 、 人 手
が か か ら ず 、 低 コ ス ト で 行 う こ と が 出 来 る 。
○ 太 陽 高 度 を 利 用 し た 簡 単 な 構 造 だ か ら 、 故 障 を 起 し 難 く 、 確 実 性 が 高 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ２ の 手 段 に 係 る 発 明 で は 、 箱 体 ４ 内 に 蓄 熱 媒 体 を 収 容 し て ユ ニ ッ ト 化 し た の で 、 現 場
へ の 設 置 作 業 が 容 易 で あ る 。
第 ３ の 手 段 に 係 る 発 明 で は 、 入 光 量 制 御 手 段 と し て 上 方 乃 至 側 方 か ら の 直 射 太 陽 光 を 遮 る
よ う に し て お り 、 日 中 の 直 射 光 の 他 、 必 要 に よ り 、 夏 季 で も 低 高 度 か ら 入 射 す る 西 日 な ど
も 確 実 に 遮 断 す る こ と が で き る 。
第 ４ の 手 段 に 係 る 発 明 で は 、 更 に 周 囲 の 物 体 か ら の 間 接 光 の 照 返 し を 阻 止 す る 板 状 第 ２ 遮
光 体 40Ｃ を 設 け て お り 、 こ れ に よ り 太 陽 光 の 進 入 を よ り 完 全 に 排 除 で き る 。
こ の 板 状 第 ２ 遮 光 体 40Ｃ は 、 例 え ば 既 述 箱 体 ４ を 設 置 し た 面 か ら 、 上 記 透 光 部 10に 対 向 さ
せ て 起 立 す る こ と が で き る 。
第 ５ の 手 段 に 係 る 発 明 で は 、 上 記 透 光 部 10に 沿 っ て 日 射 制 御 用 ル ー バ ー 40Ｄ を 設 け る こ と
で 、 上 記 板 状 第 1遮 光 体 と し て の 庇 な ど を 設 け る 場 合 に 比 べ て 、 よ り 簡 易 か つ 確 実 に 太 陽
光 を 遮 断 で き る 。
第 ６ の 手 段 に 係 る 発 明 で は 、 上 記 日 射 遮 蔽 用 の ル ー バ ー を 羽 根 板 41の 傾 斜 角 調 節 可 能 と し
た か ら 、 季 節 外 れ の 寒 暖 に 応 じ て 上 記 手 動 で 開 閉 を す る こ と で 、 効 率 良 い 換 気 が 可 能 と な
り 、 更 に 又 冬 季 中 に お い て 日 射 量 が 最 大 と な る よ う に 手 動 乃 至 自 動 で 傾 斜 角 度 を 調 整 す る
こ と も で き る 。
第 ７ の 手 段 に 係 る 発 明 で は 、 融 点 の 異 な る 潜 熱 蓄 熱 素 材 を 用 い る こ と に よ り 、 よ り 広 範 囲
な 外 気 温 度 と 日 射 量 の 変 化 に 対 応 さ せ る こ と が で き 、 換 気 シ ス テ ム の 有 効 性 を 高 め る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ８ の 手 段 に 係 る 発 明 で は 、 箱 体 内 の 導 入 外 気 の 蛇 行 通 路 に 沿 っ て 複 数 の 蓄 熱 媒 体 14…
を 配 置 し た か ら 、 空 気 と の 熱 交 換 効 率 が 高 い 。
第 ９ の 手 段 に 係 る 発 明 で は 、 全 熱 交 換 器 48を 利 用 可 能 に 構 成 し て い る の で 、 更 に 省 エ ネ ル
ギ ー 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 乃 至 図 ４ は 本 発 明 の 第 1の 実 施 形 態 に 係 る 換 気 シ ス テ ム を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 シ ス テ ム は 、 蓄 熱 装 置 付 き の 空 気 通 路 １ と 、 送 風 手 段 26と 、 制 御 手 段 30と 、 入 光 量 制
御 手 段 40と で 構 成 さ れ て い る 。 ま ず 該 構 成 の う ち 公 知 の 部 分 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 空 気 通 路 １ は 、 建 物 101南 側 の バ ル コ ニ ー 102な ど に 設 置 し た 、 中 空 の 箱 体 ４ で 画 成 さ せ
た 蓄 熱 装 置 ２ の 内 部 と 、 該 蓄 熱 装 置 箱 体 ４ の 一 部 （ 図 示 例 で は 前 板 ５ ） を 貫 通 し て 開 口 し
た 外 気 導 入 口 20と 、 箱 体 の 後 板 ６ か ら 建 物 外 壁 を 貫 い て 空 調 エ リ ア 104へ 開 通 さ せ た 連 通
口 22と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 蓄 熱 装 置 ２ は 、 縦 長 の 箱 体 ４ の 前 板 の う ち 下 端 部 を 除 く 部 分 を 、 好 ま し く は 南 向 き
と し た 透 明 板 で 形 成 し て 透 光 部 10と し て い る 。 該 透 光 部 を 除 く 箱 体 内 面 に は 断 熱 材 （ 図 示
せ ず ） を 内 張 り す る こ と が 望 ま し い 。 上 記 箱 体 ４ の 左 右 側 板 8,8間 に は 、 蓄 熱 媒 体 支 持 材 1
2と し て の 棚 板 が 上 下 に 複 数 段 架 設 さ れ 、 こ れ ら 各 棚 板 上 に 、 複 数 の 蓄 熱 媒 体 14… を 、 こ
れ ら 蓄 熱 媒 体 14の 前 後 に 縦 方 向 の 空 気 流 路 16… を 存 し て 配 置 で き る よ う に 設 け て い る 。 も
っ と も 蓄 熱 媒 体 支 持 材 12は 上 記 空 気 流 路 を 確 保 し な が ら 多 数 の 蓄 熱 媒 体 14を 支 持 で き る も
の で あ れ ば ど の よ う な 構 造 の も の で も 良 い 。 各 蓄 熱 媒 体 は 、 黒 色 な ど 日 射 吸 収 率 の 高 い 容
器 に 蓄 熱 材 料 を 封 入 さ せ た も の で あ る 。 そ の 蓄 熱 素 材 は 、 潜 熱 蓄 熱 素 材 と す る こ と が 望 ま
し く 、 特 に そ の 融 点 が 20～ 25℃ の も の を 用 い る と 良 い 。 も っ と も 潜 熱 蓄 熱 材 以 外 の 蓄 熱 材
料 （ 例 え ば 水 ） を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 該 蓄 熱 装 置 ２ は 、 冬 季 昼 間 に 図 １ の 如 く 上 記 蓄 熱 媒 体 14が 受 光 し た エ ネ ル ギ ー の 一 部 を
送 風 の 温 度 上 昇 に 用 い て 残 り を 蓄 熱 し 、 か つ 図 ３ の 如 く 夜 間 に 該 温 熱 を 弱 風 に よ り 回 収 さ
せ 、 又 図 ４ の 如 く 夏 季 夜 間 の 外 気 を 大 風 量 で 吸 引 し て 蓄 熱 媒 体 14に 冷 熱 を 蓄 え 、 夏 季 昼 間
に 該 冷 熱 を 図 １ の 如 く 弱 風 に よ り 回 収 す る よ う に 構 成 し て い る 。 尚 、 該 夏 季 昼 間 に は 上 記
透 光 部 10は 後 述 の 入 光 量 制 御 手 段 に よ り 遮 蔽 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 外 気 導 入 口 20は 、 上 記 箱 体 ４ の 前 板 下 端 部 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 連 通 口 22は 箱 体 ４ の 後 板 ６ 上 端 部 及 び 建 物 外 壁 の 対 応 部 分 を 貫 通 し て 室 内 の 空 調 領
域 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 送 風 手 段 26は 、 送 風 フ ァ ン で あ り 、 図 示 例 で は 上 記 連 通 口 22内 に 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 制 御 手 段 30は 、 図 示 例 で は 箱 体 ４ の 頂 板 ７ 上 に 設 置 さ れ た 制 御 装 置 32と 、 上 記 外 気 導 入
口 20に 設 置 さ れ た 第 1の 温 度 セ ン サ 34と を 有 し 、 該 温 度 セ ン サ に よ り 測 定 さ れ た 外 部 温 度
に 対 応 し て 上 記 送 風 手 段 26の 送 風 量 を 制 御 す る よ う に 構 成 し て い る 。 更 に 、 空 調 エ リ ア 10
4内 に 図 示 し な い 第 ２ の 温 度 セ ン サ を 設 置 し て 、 室 内 温 度 が 下 が り 過 ぎ な い よ う に 送 風 量
の 下 限 値 を 設 け て も 良 い 。 又 、 風 量 を 手 動 で 切 替 で き る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 上 記 透 光 部 10か ら の 太 陽 光 線 の 入 射 を 入 光 量 制 御 手 段 40に よ っ て 規
制 し て い る 。 こ の 入 光 量 制 御 手 段 40は 、 季 節 間 の 太 陽 高 度 θ の 差 を 利 用 し て 太 陽 光 線 を 規
制 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 般 に 冬 至 １ 及 び 夏 至 ２ に お け る 太 陽 高 度 の 最 大 値 θ 1 max， θ 2 maxは 、 本 シ ス テ ム を 設
置 す る 地 点 の 緯 度 を α 、 地 軸 傾 斜 角 を β （ ＝ 23.5° ） と す る と 、 次 式 で 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ［ 数 式 １ ］ 　 　 θ 1 max＝ 90° － α － β
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ［ 数 式 ２ ］ 　 　 θ 2 max＝ 90° － α ＋ β
　 こ の 式 に よ れ ば 、 太 陽 光 の 高 度 差 は 最 大 で 地 軸 傾 斜 角 の ２ 倍 （ 47° ） も あ り 、 こ の 高 度
差 を 利 用 し て 、 夏 季 に 透 光 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 遮 断 し つ つ 、 冬 季 の 入 射 光 量 が 最 大 と な
る と い う 設 計 仕 様 を 満 た す よ う に 入 光 量 制 御 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 本 実 施 形 態 で は 、 入 光 量 制 御 手 段 40と し て 、 直 射 太 陽 光 を 遮 る 板 状 第 １ 遮 光 体 40Ａ と 、
間 接 光 を 生 ず る 照 返 し を 防 ぐ 板 状 第 ２ 遮 光 体 40Ｃ と を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 示 の 第 １ 遮 光 体 40Ａ は 、 上 記 蓄 熱 装 置 ２ 上 方 の 建 物 101外 壁 部 分 か ら 庇 状 に 突 出 す る
上 方 遮 光 体 で あ り 、 そ の 庇 の 突 出 長 さ 及 び 設 置 高 さ は 、 上 記 透 光 部 10と の 上 下 巾 及 び 位 置
と に 対 応 さ せ て 上 記 設 計 仕 様 を 満 た す よ う に 決 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 上 記 透 光 部 10の 開 口 周 縁 の う ち 上 縁 部 前 端 a及 び 下 縁 部
後 端 bを そ れ ぞ れ 入 射 角 を θ 1 、 θ 2 で 通 過 す る 斜 行 直 線 Ｌ 1 及 び Ｌ 2 を 描 き 、 こ れ ら 両 直 線
の 交 点 cが 上 記 上 方 板 状 遮 光 体 40Ａ の 前 端 面 下 縁 と 一 致 す る よ う に す れ ば よ い 。 入 射 角 θ 1

は 冬 至 の 最 低 太 陽 高 度 θ 1 maxよ り 大 き く 、 又 、 θ 2 は 夏 至 の 最 高 太 陽 高 度 θ 2 maxよ り も 小
さ く 余 裕 を 持 っ て 設 計 す る こ と が 重 要 で あ る 。 ど の 程 度 の 余 裕 を と る べ き か は 後 述 す る 。
尚 、 上 記 板 状 第 １ 遮 光 体 は 、 庇 に 限 る も の で は な く 、 マ ン シ ョ ン の バ ル コ ニ ー な ど 既 存 建
物 の 構 造 を 適 宜 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 上 記 入 射 角 を 求 め る た め に は 、 図 ５ に 示 す 如 く 南 向 き の 透 光 部 10へ 入 射 す る 太 陽 光 線
を 南 北 面 S 0 へ 投 射 し た と き の 高 度 （ 以 下 実 質 高 度 と い う ） θ *が 必 要 と な る 。 図 ５ は そ の
手 順 を 示 す も の で あ り 、 三 角 形 Ｓ Ｐ Ｏ と こ れ を 南 北 面 Ｓ 0 に 投 射 し た 三 角 形 Ｓ ’ Ｐ ’ Ｏ と
の 幾 何 学 的 関 係 か ら 、 次 式 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ［ 数 式 ３ ］ 　 　 　 θ * ＝ tan－ 1 （ Ｓ ’ Ｐ ’ ／ Ｐ ’ Ｏ ） ＝ tan－ 1 （ tanθ ／ cosφ ）
　 表 １ 及 び 表 ２ は 、 日 中 の 各 時 刻 に お け る 太 陽 光 線 の 方 位 角 φ 、 太 陽 高 度 θ 、 及 び こ れ ら
か ら 上 記 数 式 ３ よ り 計 算 し た 実 質 高 度 θ *を 、 夏 至 か ら １ 月 づ つ 離 れ た 各 日 に つ い て 示 し
た も の で あ る 。 尚 、 こ れ ら の 数 値 は 東 京 （ 東 経 139.8、 北 緯 35.7） に つ い て 計 算 し た 理 論
値 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ は 、 上 記 表 １ 及 び 表 ２ に 基 づ い て 夏 至 、 春 分 、 及 び 冬 至 に お け る 南 中 時 か ら 日 没 ま
で の 太 陽 の 位 置 を 南 北 面 上 に 表 し た も の で あ る 。 こ の 図 に よ れ ば 、 夏 至 に お い て 太 陽 は 東
西 面 Ｓ 1 を 横 切 っ て 左 か ら 右 へ 移 動 し て い る か ら 、 太 陽 の 実 質 高 度 θ *は 、 南 中 時 （ 大 凡 12
時 ） に 最 も 小 さ く 、 そ の 後 日 没 に 至 る ま で 徐 々 に 大 と な る こ と が 分 る 。 日 の 出 か ら 南 中 ま
で の 間 の 太 陽 の 動 き は 、 南 北 面 に 対 し て 面 対 象 に 表 れ る た め 、 結 局 南 中 時 の 実 質 高 度 θ *m
inが 一 番 低 い こ と と な る 。 従 っ て 南 中 時 の 太 陽 光 線 が 遮 断 す る よ う に 庇 の 突 出 長 を 定 め れ
ば 、 仮 に こ の 庇 が 東 西 に 十 分 長 い も の で あ れ ば 日 中 の 太 陽 光 を 全 て 遮 断 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 同 様 の こ と が 春 分 か ら 秋 分 に 至 る 期 間 で 生 じ て い る た め 、 例 え ば 四 月 上 旬 の 南 中 時 の
実 質 高 度 θ *を 60° と す る と 、 図 １ に お い て 、 θ 2 を 60° に 設 定 す れ ば 四 月 上 旬 か ら ９ 月 中
旬 は 日 射 が 透 光 部 10に 全 く 当 た ら な い こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 又 、 秋 分 か ら 春 分 に 至 る 期 間 は 、 一 日 の う ち 南 中 時 の 実 質 高 度 が 最 大 で あ る 。 こ の た め
、 日 射 熱 を 終 日 取 得 し た い 期 間 の 最 高 の 実 質 高 度 を 求 め れ ば 、 こ れ を 図 １ の θ 2 に 代 入 す
れ ば 、 そ の 期 間 中 の 全 て の 時 間 に お い て 透 光 部 10に 太 陽 光 が 入 射 さ れ る こ と と な る 。 例 え
ば 10月 下 旬 か ら ２ 月 下 旬 の 期 間 で は 、 40° と い う 如 く で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 尚 、 実 際 の 庇 （ 上 方 遮 光 体 ） の 横 幅 は 有 限 な の で 、 低 高 度 か ら 入 射 す る 西 日 や 朝 日 を 遮
る こ と が で き な い 。 そ こ で 第 1遮 光 手 段 と し て 、 上 記 上 方 遮 光 体 40Ａ の 他 に 、 図 １ 及 び 図
２ に 想 像 線 で 示 す 如 く 、 側 方 遮 光 体 40Ｂ を 設 け て も よ い 。 該 側 方 遮 光 体 40Ｂ は 、 上 記 蓄 熱
装 置 ２ の 前 側 方 を 覆 う よ う に 起 立 す る 衝 立 型 の 遮 光 板 と す る こ と が で き 、 又 、 既 存 の 集 合
住 宅 の バ ル コ ニ ー の 仕 切 り 板 な ど で 兼 用 す る こ と も で き る 。 尚 、 周 囲 の 環 境 よ り 西 日 な ど
が 差 さ な い 場 所 で は 、 こ の 側 方 遮 光 体 40Ｂ を 設 け る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ２ 遮 光 体 40Ｃ は 、 バ ル コ ニ ー 上 面 な ど か ら の 照 返 し に よ る 間 接 光 を 生 じ さ せ な い よ う
に す る た め の も の で あ る 。 図 示 例 で は 、 既 述 透 光 部 10前 方 の バ ル コ ニ ー 102部 分 上 面 か ら
、 手 す り を 兼 ね た 第 ２ 遮 光 体 を 起 立 し て い る 。 該 第 ２ 遮 光 体 は 、 図 １ に 示 す 如 く 冬 季 の 透
光 部 10へ の 太 陽 光 線 の 入 射 を 妨 げ ず 、 か つ 夏 季 の バ ル コ ニ ー 102上 面 で 反 射 し た 光 線 を ほ
ぼ 遮 断 す る よ う に 設 け る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 　 下 記 の 表 １ は 、 図 １ に お け る 透 光 部 10前 面 と 上 方 遮 光 体 40Ａ 前 端 面 と の 前 後 方 向 距 離
ｄ 、 上 方 遮 光 体 40Ａ の 下 面 と 上 記 透 光 部 10上 縁 と の 間 隙 の 長 さ ｇ 、 及 び 透 光 部 10の 上 下 両
縁 の 高 低 差 ｈ を 、 事 例 １ か ら 事 例 21ま で 様 々 に 変 更 し た と き の 南 向 き 鉛 直 の 透 光 部 へ の 直
達 日 射 量 の 測 定 デ ー タ を 示 し て い る 。 こ の 表 に よ れ ば 透 光 部 及 び 第 一 遮 光 体 の 設 計 仕 様 を
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適 宜 変 更 す る こ と で 夏 季 の 入 光 量 を 零 に し な が ら 、 冬 季 の 入 光 量 を 十 分 に 確 保 で き る こ と
が 分 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 本 実 施 形 態 の 他 の 特 徴 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ な ど に 示 す 通 り 、 既 述 箱 体 ４ の 内 部
に は 、 前 方 (透 光 部 10近 傍 )か ら 後 方 へ ３ 列 の 蓄 熱 媒 体 群 14A,14B,14Cを 配 列 し て い る 。 こ
の 場 合 に 、 冬 季 の 太 陽 光 線 受 光 に よ り 蓄 熱 を す る の は 、 主 と し て 最 前 列 の 蓄 熱 媒 体 群 14Ａ
で あ り 、 他 の 蓄 熱 媒 体 群 14B、 14Cは 、 主 と し て 冬 季 日 中 乃 至 夏 季 夜 間 の 外 気 導 入 に よ る 温
冷 熱 の 蓄 熱 の た め に 使 用 さ れ る 。 こ の 場 合 、 蓄 熱 媒 体 の 表 面 を 黒 く 塗 装 し て 日 射 吸 収 率 を
高 め る な ど の 処 理 は 、 最 前 列 の 蓄 熱 媒 体 に 対 し て の み 行 え ば 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
  又 、 こ の と き 、 最 前 列 の 蓄 熱 媒 体 列 14Ａ の 融 点 を 20℃ 前 後 、 そ の 他 の 蓄 熱 媒 体 列 14B,14
Cの 融 点 を 25℃ 前 後 と す る と よ い 。 融 点 が 20℃ 前 後 の 蓄 熱 素 材 と し て カ プ リ ン 酸 ・ ラ ウ リ
ン 酸 混 合 物 や カ プ リ ン 酸 ・ ミ リ ス チ ン 酸 混 合 物 が あ り 、 又 、 融 点 が 25℃ 前 後 の 蓄 熱 素 材 と
し て カ プ リ ン 酸 ・ ス テ ア リ ン 酸 混 合 物 や 塩 化 カ ル シ ウ ム 水 和 塩 が 好 適 で あ る 。 上 記 構 成 に
よ り 、 冬 季 昼 間 の 太 陽 光 入 射 の 際 に は 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー か ら 温 熱 を と っ て 、 低 融 点 の 蓄 熱
媒 体 群 14Ａ に 効 率 良 く 蓄 え て 該 蓄 熱 を 夜 間 に 回 収 す る こ と が で き 、 又 、 夏 季 夜 間 に も 、 外
部 冷 気 か ら 冷 熱 を と っ て 、 高 融 点 の 蓄 熱 媒 体 群 14B、 14Ｃ に 効 率 良 く 蓄 え る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 説 明 す る が 、 該 構 成 の う ち 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 の 事 項 に
つ い て は 同 一 符 号 を 付 す る こ と で 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ７ 及 び 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 既 述 入 光 量 制 御 手 段 40と し て 、 上 記 蓄 熱 装 置 ２ の 透 光 部 10に 、 複 数 の 羽
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根 板 41か ら な る ル ー バ ー 40Ｄ を 設 け た も の で あ る 。 そ れ ら 羽 根 板 の 角 度 は 手 動 に よ り 調 整
可 能 と す る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 羽 根 板 41の 傾 斜 角 度 及 び 巾 は 次 の よ う に 設 計 す る 。 羽 根 板 41の 傾 斜 角 度 は 、 冬 季 の
あ る 期 間 の 太 陽 高 度 の 平 均 値 θ と す れ ば よ く 、 こ れ に よ り 当 該 期 間 に お け る 羽 根 板 41に よ
る 影 面 積 の 合 計 を 最 小 と し て 入 射 光 量 を 最 大 と す る こ と が で き る 。 例 え ば 10月 下 旬 か ら ２
月 下 旬 の ９ 時 ～ 15時 で あ れ ば 、 30° 程 度 と い う 如 く で あ る 。 こ の 数 値 は 冬 至 に お け る 太 陽
の 南 中 高 度 と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 尚 、 冬 至 に お け る に 日 射 量 を 多 く す る た め 、 例 え ば 羽 根 板
41の 角 度 を 27° 程 度 と す る こ と も で き る 。 又 、 各 羽 根 板 の 間 隔 と 長 さ は 、 あ る 羽 根 板 Ｆ 1

の 後 端 部 ０ 1 と 隣 接 す る 上 方 羽 根 板 Ｆ 2 の 先 端 部 Ｎ と を 通 る 光 線 の 角 度 θ 2 に つ い て 、 前 述
の 庇 の 場 合 と 同 様 に 決 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 の 表 ４ は 、 既 述 表 ３ と 同 様 に ル ー バ の 図 ８ に お け る 各 寸 法 を 様 々 に 変 更 し た 場 合 の 日
射 量 を 示 し た デ ー タ で あ る 。 こ れ ら の な か で は 例 え ば 事 例 ８ （ θ 1 ＝ 27° 、 θ 2 ＝ 56° ） な
ど の 設 定 が 夏 季 の 遮 光 及 び 冬 季 の 透 光 の 各 機 能 が 明 瞭 で 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 尚 、 既 述 庇 状 の 遮 光 体 に 比 べ て ル ー バ ー の 場 合 に は 羽 根 板 の 角 度 等 を 設 定 し て も あ る 程
度 の 影 が で き る た め 、 冬 季 の 日 射 量 を 最 大 と す る た め に は 手 動 乃 至 自 動 で 羽 根 板 の 傾 斜 角
度 を 調 整 す る こ と が 望 ま し い 。 既 述 表 ２ に よ れ ば 、 12月 22日 （ 冬 至 ） に お け る 午 前 ９ 時 か
ら 12時 迄 の 間 の 実 質 高 度 は 24.7～ 30.8° 、 11月 22日 で は 28.8～ 34.3° 、 10月 22日 で は 40.3
～ 43.5° で あ り 、 そ れ ぞ れ の 各 平 均 値 は 約 28° 、 32° 、 42° で あ っ て そ れ ぞ れ に か な り の
差 が あ る 。 そ こ で 例 え ば 12月 、 11・ １ 月 、 10・ ２ 月 の そ れ ぞ れ の 日 射 角 度 の 平 均 値 に 、 羽
根 板 の 傾 斜 角 度 を 月 に 一 度 調 整 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ９ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 上 述 の 各 月 毎 の 好 ま し い 羽 根 板 41の 傾 斜 角 の
目 盛 り 43ａ を 示 す 目 盛 り 板 43の 構 成 を 示 し て い る 。 こ の 目 盛 り 板 は 例 え ば ル ー バ ー 40Ｄ の
羽 根 板 41端 面 に 沿 っ て 吊 下 げ る よ う に 構 成 し て お り 、 目 盛 り に 沿 っ て 羽 根 板 の 角 度 を 手 動
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で 調 整 で き る よ う に し て い る 。 尚 、 図 示 例 で は 、 該 目 盛 り 板 は 、 側 外 方 よ り 透 視 し て 目 盛
り と 羽 根 板 と を 角 度 合 わ せ 可 能 な 透 明 板 と し て い る が 、 必 ず し も こ の よ う な 構 造 に す る 必
要 は な い 。 又 図 示 例 と 異 な り 、 自 動 で 羽 根 板 の 角 度 調 節 を す る 場 合 に は 、 例 え ば 月 毎 の 好
ま し い 羽 根 板 41の 傾 斜 角 度 を 記 憶 し た 制 御 装 置 及 び 該 制 御 装 置 か ら の 指 令 に 従 っ て 羽 根 板
41の 角 度 を 変 え る 角 度 調 整 装 置 を 、 図 ７ 及 び 図 ８ の 構 成 に 加 え れ ば 良 い 。 尚 、 上 記 は 日 射
取 得 熱 量 を 最 大 に す る 方 法 で あ る が 、 地 域 に よ っ て は 暖 房 負 荷 の 大 き く な い 10月 、 11月 な
ど は む し ろ ル ー バ ー の 角 度 調 整 に よ っ て 日 射 を 遮 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 　 図 10は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 箱 体 ４ の 底 板 及 び
天 板 か ら そ れ ぞ れ 流 路 形 成 用 の 仕 切 り 板 44… を 互 い 違 い に か つ 既 述 複 数 列 （ 図 示 例 で は ３
列 ） の 蓄 熱 媒 体 14Ａ 、 14Ｂ … の 間 に 突 出 し た も の で あ り 、 こ れ に よ り 箱 体 ４ 内 部 に 蛇 行 流
路 に 沿 っ て 蓄 熱 媒 体 を 配 置 す る こ と が で き 、 蓄 熱 を 効 率 良 く 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 11は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 第 ３ 実 施 形 態 に お け
る 仕 切 り 板 44に 代 え て 、 補 助 送 風 手 段 46と し て の 送 風 フ ァ ン を 箱 体 ４ の 頂 板 下 面 中 央 に 設
置 し た も の で あ る 。 該 構 成 に よ れ ば 、 冬 季 の 日 中 に 外 気 導 入 口 20か ら 箱 体 ４ 内 へ 入 っ た 外
気 は 、 最 前 列 の 蓄 熱 媒 体 群 14Ａ へ の 日 射 に よ っ て 暖 め ら れ て 上 昇 す る が 、 こ の 空 気 を 上 記
送 風 フ ァ ン が 攪 拌 し 、 蓄 熱 媒 体 群 14Ｂ 、 14Ｃ に 対 し て も 十 分 な 蓄 熱 を 行 っ た あ と 外 部 へ 排
出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 12は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 本 実 施 形 態 は 、 既 述 の 換 気 シ ス テ ム の
構 成 と 全 熱 交 換 器 48と を 設 け た も の で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 箱 体 ４ の 連 通 口 22か ら 建 物
101を 貫 い て 外 方 へ 開 口 す る 送 風 ダ ク ト 50を 設 け る と と も に 、 空 調 エ リ ア 104を 通 る 送 風 ダ
ク ト 部 分 の 一 部 に 全 熱 交 換 器 48を 設 け 、 箱 体 ４ の 外 気 導 入 口 20と 連 通 口 22と 空 調 エ リ ア 10
4と に そ れ ぞ れ 第 1、 第 2、 第 3温 度 セ ン サ 34,36,38を 設 置 し 、 こ れ ら セ ン サ で 測 定 し た 温 度
と 設 定 温 度 と か ら 、 制 御 装 置 32が 全 熱 交 換 器 の オ ン オ フ 切 替 を 可 能 に 構 成 し た も の で あ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 1の 実 施 形 態 に 係 る 換 気 シ ス テ ム の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の シ ス テ ム の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の シ ス テ ム の 夏 季 夜 間 の 放 熱 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の シ ス テ ム の 冬 季 日 中 の 放 熱 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 1の シ ス テ ム の 原 理 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 1の シ ス テ ム の 原 理 を 示 す 他 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 換 気 シ ス テ ム の 主 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の シ ス テ ム の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の シ ス テ ム の 変 形 例 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 換 気 シ ス テ ム の 主 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 換 気 シ ス テ ム の 主 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 換 気 シ ス テ ム の 主 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 　 １ … 空 気 通 路 　 ２ … 蓄 熱 装 置 　 ４ … 箱 体 　 ５ … 前 板   ６ … 後 板  ７ … 頂 板 　
　 　 ８ … 左 右 側 板   10… 透 光 部   12… 蓄 熱 媒 体 支 持 材   14… 蓄 熱 媒 体 　
　 　 14A,14B,14C… 蓄 熱 媒 体 群 　 16… 空 気 流 路
　 　 20… 外 気 導 入 口 　 22… 連 通 口 　 26… 送 風 手 段
　 30… 制 御 手 段 　 32… 制 御 装 置 　 34… 第 １ 温 度 セ ン サ 　 　 36… 第 ２ 温 度 セ ン サ
　 38… 第 ３ 温 度 セ ン サ
　 　 40… 入 光 量 制 御 手 段 　 40A,40B… 板 状 第 １ 遮 光 体   40Ｃ … 板 状 第 ２ 遮 光 体
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　 40Ｄ … ル ー バ ー 　 41… 羽 根 板 　 43… 目 盛 り 板 　 43a… 目 盛 り 　 44… 仕 切 り 板 　
　 　 46… 補 助 送 風 手 段 　 48… 全 熱 交 換 器 　 50… ダ ク ト
　 101… 建 物 　 102… バ ル コ ニ ー  103… 外 壁 　 104… 空 調 エ リ ア
　 ａ … 透 光 部 上 縁 部 分 前 端 　 ｂ … 透 光 部 下 縁 部 分 後 端 　 ｃ … 交 点
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